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小形事務用システムの現状と将来
Outlook for HITAC SmallBusiness Computer andits Future

本稿は,′ト形事務用システム(主として,JECC分類40M¥以下),すなわち従来,

′ト形,超′ト形と分類されている範ちゅうのシステムに閲し,それぞれのシステムで

要求されている諸機能のうち,具体的にHrrAC8150,HITAC85で実現した内容

をハード,ソフト両面より論じた｡例えば,′ト形事務用システムの使用環境面から

の要求である要員不足対一策,早期稼動,設置面積の最少化などに対し,簡易言語

HELPII,RPGIIの開発,アプリケーション バッケーージの開発,製品のコンパク

ト化などで対処した｡これらを踏まえて,今後の小形事務用システムに要求される

機能につき述べるとともに,製品の開発方向について論ずる｡

ll 緒 言

日立製作所は小形事務用システムの分野で昭和43年以来,

中･小形機としてのHITAC8210,超′ト形機としてのHITAC

①を発表し,本格的に営業活動を行なってきた｡更に昭和47

年から48年にかけて,これらの後継機としてHITAC 8150,

HITAC 5,HITAC 55を,また昭和50年にはHITAC 85オ

フィス コンピュータを発売し,′ト形機,超小形機の製品を充

実してきた｡その間,販売体制も′ト形システム専門の販売組

織を設け小形EDPS(Electronic Data Processi咽Sys

tem)として約800台､超′ト形機として約1,200台の受注実績

を得ている｡これらの実績をもとにして,小形機,超′ト形機

に要求される機能をまとめてみた｡

使用される分野は非常に広いが,使用環境条件によるこの

クラスの製品仕様に与える影響は無視することはできない｡

ニれらの点を考廣し,開発された製品としてHITAC 8150と

HITAC 85について述べる｡

囚 小形事務用システムの機能分書旦

一般にコンピュータを通商産業省の分類に基づし-て人形,

中形,小形の3システムに分類した場合,/ト形システムとは

売価で1千万円から4て一万円までのシステムを表わしている｡

ここでは,更に下位の超小形(売価でト千万円以下)システム

まで含めて′ト形事務用システムと呼んでいる｡これらの小形

事務用システムは,国内における昭和49年12月末の実動台数

を形別でみた場合は(l),′J､形システム6,765台(中･大形機を

含めた仝台数の24.1%),超小形システムで14,445台(同51.5

%)計21,210f‡(同75.6%)にも達している(表り(2)｡

使用形態も多岐にわたっているが,大きくは次の組合せで

機能を分担させて使用される｡すなわち,単独に使われる場

合･と中･大形機のシステムと組合せで使用する場合とがある｡

表2のほかに小形機相互,超小形機相互接続時のホスト コ

ンピュータ(オンライン接続時のセンターマシンとしての機能)

としての使用形態がある｡

田 小形事務用システムに要求される機能

3.t 小形 司幾

国内での昭和48年度の小形機の納入台数は1,728≠言の納入

実績(2)を示しており,対象ユーザーも大企業から中堅企業に
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表l 昭和49年12月末現在における電子計算機実動状況 小形横

6′765台,超小形磯14,445台,計2l,210台(75.6%)となる｡

規模別 国産機 : 外国機 合 計

大形

中形

小形

8了3 了43 l■.6■6

早′228l3′928

5′149

l′300

l
l′616 6′765

超小形 了′416

l17′366

7′029 I4′445

合 計 と 柑′688 28′054

ブ主:単位(台)

表2 使用形態による機能分担 小形機,超小形横の使用形態別によ

る機能分担を示す｡

区 分 単独でイ吏われる場合 中･大形機と組み合せて使われる場合

小 形 機

レヾッチ処理の機能l

ト乙端末機接続Lてのオンラ
lィンホストコンビュー

タシステムとしての機能l

l.伝票発行とそれに伴うテ

一夕作成

2.同上のローカルな/ヾッチ

処王里機能

l.同左

乙フロントエンドプロセッサとL

てのサポート機能

,ユ端末機接続によるホストコンビュ

一夕とフロントエンドプロセッ

くサとしての横能

l■･伝票発行と同時にそれに伴うクリ
-ンデータの送･受信

乙一括データの送･受信機能
超小形機

及び,対象業務も多岐にわたっている｡ここでは,主に広範な

企業層で使用されるために提起される処理形態上の要求機能

と,このクラスを主として⇒采用している中堅企業がもっている

固有の環境条件面から要求される機能の検討を行なってみた｡

3.1.1処理形態による要求機能

(1)バッチ処理

特定の使用例を除けば､ほとんどの′ト形機ユーザーではバ

ッチ処理を行なっている｡本処理では,ファイル答量,入･

出力機器の拡張性と使用ソフトウェアを含めての操作性につ

きる｡前者の拡張性の面では入力方法に関して紙テープやカ

*
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-ド以外のダイレクト インプット機器の接続まで要求され,

また後者の拡張性の面ではソフトウェア面で簡易言語などに

よる短期間での平易なプログラム作成機能が要求きれる｡

(2)オンライン処理

小形機を採用してのオンライン システムの導入も盛んにな

つてきている｡′J､形機に端末機を接続しホスト コンピュータ

として使用する場合の機能,大形機との接続によるフロント

エンド プロセッサとしてのサポート機能と両者の機能を兼ね

備えたハイアラーキ システム接続の場合がある｡ホスト コ

ンピュータとしては,各種のターミナルの接続とそのサポー

トが必要である｡ターミナルとしては,ビデオデータ ターミ

ナル,キーマットなどを使用したコードレス インプットのタ

‾ミナル及びインテリジュンシをもった超小形機の接続サポ

ートが必要である｡

フロント エンド プロセッサと

機との一括データ送･受信機能,

処理とバッチ処理の2本のマルチ

機能が必要であり,ハイアラーキ

して使用する場合は,大形

また業務処理上オンライン

プログラミングのサポート

システム接続の場合は上記

両者のサポート機能が必要である｡いずれの場合も,バッチ

処理と同様に短期間にシステム構築が可能であることと,タ

ーミナル接続時の工事費の低減を配慮する必要がある｡
3.1.2 三選用環境面からの要求寸幾能

(1)要員の省力化

主としてこのクラスのシステムを使用してし､る中堅企業で

は,プランナ,システムズ エンジニア,プログラマを含めて

3～4人であり(表3),このことから少なくともソフトウェ

ア言語として,汎用言語(例えばCOBOL)と現場部門の人

が使える簡易言語の両者が必要である｡実務部門の人が業務

機械化に参加することによって,専任機械化要員の削減がで

きる｡また定形業務には業務処理パッケージも必要である｡

(2)設置条件

中･大形機のような完全空調の設備を備えることは,費用

の面で困難である｡設置場所も事務室の隣などが多く,大形

機などと比べ温･湿度条件の緩和,騒音の低減,設置床面積

の縮小,オンライン ターミナル工事費の低廉化,及び商用電

源での稼動が必要である｡

(3)データ作成

小形機運用上,入力データの作成への配慮が必要である｡

計算機室でのキーパンチャによる一括データ作成が困難にな

つてきており,その解決策としてはダイレクト インプット方

式がある｡この方式はオフラインで行なう場合とオンライン

で行なう場合とがあるが前者の場合は,

(a)マーク カードによるデータ作成

表3 形別電子計算機要員数 中堅企業388社にアンケート調査を行な

つた結果に基づくシステムズエンジニア,プランナ,プログラム要員数を示す

(商工組合中央金庫調べ)｡

区分(濁〝

超小形 小 形

-249 25〔〉～499 500～749 了50～999

～4 84.7 60.6 20.0 13.6

5--･9 t4.】 36.l 70.8 63.6

10～14 l.2 3.3 8.3 9.1

15～t9 l.7 4.5

最多層 3人 3人 5人 7人

注:単位(%)

(b)マーク シートによるデータ作成

(c)光学文字読取装置(OCR)用入カデータの作成

などがある｡後者は一般的にはオンライン システムであるが,

特にターミナルとしてキーマットなどを使用したコードレス

タ‾ミナルの接続が要求されていろ｡その他,データ作成を

分散化する場/凱まフロッピーディスクを用いたデータ エント

リ システムのサポートも要求されつつある｡

3.1.3 小形機に要求される機能

以上述べたとおり,システムに対する要求機能,ハードウ

エアへの要求機能,ソフトウエアへの要求機能をまとめると,

(1)システムに対する要求機能

(a)バッチ処理はもとよりオンライン処理もできること｡

(b)バッチ/オンライン システムいずれも短期間でシステ

ム構築ができること｡

(c)ソフトウェアを含めた操作が簡単で,統一されている

こと｡

(d)将来の中形機への移行を前提とした場合,容易に移行

可能であること｡

(e)最′ト機器構成で十分使用に耐えること｡

(2)ハードウェアに対する要求機能

(a)主記憶装置の拡張ができること｡

(b)入･出力装置,ファイル装置の拡張性があること｡

(c)ダイレクト インプット データ読取装置の接続が可能

であること｡

(d)オンライン ターミナルとしてのビデオ タ【ミナル,

イン･テリジュンス ターミナル,データ エントリ システム

の接糸売が可能であること｡

(e)設置床面積の削減,消費電力の節減

(f)機器の低騒音化

(3)ソフトウェアに対する要求機能

(a)最少2本のマルチ プログラミングのサポート

(b)汎用言語,簡易言語のサポート

(C)定形業務のパッケージ プログラム

(d)短期間でのシステム建設のためのツールの提供

となる｡

3.2 超小形機

超小形機は使用形態においても,また要求される機能にお

いても前述の小形機とはやや異なった要素がある｡ここでは,

それら使用形態の詳細と各使用形態に対応した,要求機能の

詳細について述べる｡

3.2.1超小形機の使用形態

超′ト形機の使用形態を大別すると,次のようになる｡

(1)′ト形機と同様に,センタ マシンとして使用する｡

(2)上位コンピュータヘのインプット データ作成機として使

用する｡

(3)上位コンピュータに対するオンラインのインテリジュン

ト ターミナルとして使用する｡

次に,これら三つの使用形態について,もう少し詳しく述

/ヾる｡

(1)センタ マシンとして使用する場合

この場合には,′ト形機と同様に,バッチ処理が中心の処理

形態となるが,超小形機の場合,価格の面より別のインプッ

ト データ作成機を使用することができず,自分自身の機械で,

インプット データを作成しなければならない｡このような処

理方式をダイレクト インプット 70ロセッシングと言う｡1

日の超小形機の稼動時間を考えてみると,次のような数式が

成り立つ｡



S=

ここに,S

J

月

∫十月‥‥

:1日の稼動時間

:インプット データ作成の時間

バッチ処理時間

･(1)

いま5=8時間とすると,∫=5時間,月=3時間が標準

的な使用方法と言うことができる｡この場イナ,インプット作

成として,5時間では,通常,仁ミ票校数に換算して250～300

枚(3品1菓伝票として計算)の発行が可能である｡バッチ処

理としては,300枚分の伝票の内容を読み,日計表を作成し,

売上月報作成のため,累積データの更新を行なう｡

超小形機をセンタ マシンとして使用する顧客は,コンピュ

ータを初めて導入する場合が多く,ハードウェア面以外にも

種々要求される機能は多い｡

ソフトウェア面でみると,だれでも簡単にプログラムの作

成が行なえる簡易言語の用意,業務別のアプリケーション パ

ッケージなどが必要とされ,設置条件からみると,電源,空

調設備など,コンピュータというよりは,むしろ事務機並み

の仕様が要求される｡

(2)インプット デ【タ作成機として使用する場合

この場合には,(1)式の月=0グ)場合であr),インプット デ

ータ作成だけに稼動時間のすべてが使用される｡超小形機を

インプット データ作成機として使用する場合に要求される機

能は,大別するとキー インに関するものと,超小形機のアウ

トプット(_L位コンピュータに対する人力媒体)に関するもの

とになる｡

(a) キm インに関するもの

キー インとしてはまず,英字,片仮名文字などのアルフ

ァ キーボード,数字の入力としてテン キ【ボ【ドは必須

のものである｡またキー インの補助として,同定項目入力

のためのエッジ カードの使用(紙テープリーダの使用),数

値表示機構なども要求される｡

(b)アウトプットに関するもの

アウトプットは上位コンピュータへの入力媒体によr)変

わるが,通常は,紙テープ,カセット テーフ:フロッピー

ディ スクなどによl)行なわれるので,これらの装置が接続

できることが超′ト形機にとっては必須である｡

(3)インテリジェント ターミナルとして使用する場合

要求される機能はセンタ マシンとして使用する場合と,イ

ンプット データ作成機として使用する場合の両方を含むもの

で,センタ マシンとして処理された結果を･一括してオンライ

ンでホスト コンピュータに入力するものである｡+Z､要とされ

る機能はまず,オンラインの機能である｡回線接糸売としては,

公衆回線,専用回線の両方をサポートできなければならない｡

その他は,(1)項,(2)項と同じである｡

以_卜のことをまとめると,超小形機に要求される機能は次

のようになる｡

3.2.2 超小形機に要求される機能

(1)ハードウェアに対して要求される機能

(a)インプットの容易さ:アルファ キーボード,テン

ーボード,数字表示機構,及びエッジカMドの取扱いと

キ

し

ての紙テ･-ブリーダ パンチの接続

(b)バッチ処理:大きなメモリ ファイルとして,カセット

テープ,フロッピー ディスク,磁気ディスクの接続,元帳

操作のための自動インサータの装備,及び高速プリンタの

接続

(c〉 オンライン機能:公衆回線,専用巨1Ⅰ線のサポート

(d)オペレータの使いやすさ:プログラムi璧択スイッチ,

小形事務用システムの現状と将来 989

エラー表示などのオペレーーション指示ランプの桟橋設置

(2)ソフトウェアに対して要求される機能

(a)簡易言語,例えばRPGII,HELPなどにより簡単に

プログラムが作成できること｡

(b)業務別アプリケーション パ､ソケージが利用できること｡

(c) エラーー チェックなどのユーティ りティ プログラムが

あること｡

(3)その他

(a)

(b)

(c)

(d)

亡】

4.1

100Vの電源で使用可能であること｡

空調設備不用で動作できること｡

発生する騒斉が小さいこと｡

設置のための所要面積が少ないこと｡

小形事務用コンピュータH‖‾ACシリーズ

HtTAC 8150

HITAC 8000シリーズの底辺を支えるシステムとして開発

され,多くのカストマーを得ている(図1)｡HITAC 8150は,

新規j尊入,超小形機,又は小形機からの移行用システムとし

て導入,又は他システムとの併設などの導入形態をとってい

る｡本システムは,レンタル価格がほぼ50～150万円/月であ

り,主として卸･小売業と製造業に多く納入されている｡

HITAC 8150の特長を,次の3点について述べる｡

4.1.1 システム面からみた特長

(1)基本構成でユ【サーの要求に十分応じるために,最小構

成の処理装置のメモリを24KIiとし,8150PS(Programm-

ir唱System)(表4)をこのメモリ範囲で十分使用に耐え得る

製品としたく)

(2)アプリケーション パッケージを適用業務別(例えば,販

売管]哩,財務管理,生産管理など)に開発した｡

(3)簡易言語HELPII(HitachiEffeetive Library for

ProgrammingII)によるオンライン サポートを可能にした｡

(4)設置床面積の削減(最小12m2)と低騒斉化を実現した｡

4.1.2 ソフトウェアの特長

(1)汎坤言語COBOL,簡易言語HELPIIなどの言語をサ

ボM卜し,新規導入ユーザーも容易に駆使できる｡特に簡易

言語HE LPIIは計算機室の要員だけでなく実務部門の八も

簡単にプログラムの作成が可能である｡

(2)アプリケーション プログラムとして部品管理プログラム

BMP(Bi110f Materials Processor)をサボ”卜しており,

適‥同業務の質的ドーJ上を目的としている｡

(3)小形システムであるが最大2本のマルチ プログラミング

のサポートを行なっている｡

4.1.3 ハードウェアの特長

(1)拡張性に富んでいる(主記憶装置,ディスク ファイルの

イ存立,入･出力機器など)｡

(2)コンソール ディスプレイの採用｡システム スループッ

トの向上とマン マシン インタフェースの改良及び低騒二汗化

を実現した｡

(3)オンライン サポートとしてA-305形インテリジェンスター

ミナルH-1740形データ エントリ システムの接続を可能としたく､

4.2 HlTAC 85

HITAC 85は超小形コンピュータとして,HITAC シリー

ズの拉小磯椎であるHITAC 5ⅠⅠと,′ト形コンピュータHIT

AC 8150の中間に位置し,フロッピー ディスク,ミニカセッ

ト,才蔵ち‾も元帳など多杵頬の機器が接続できる新機椎である｡

超′ト形コンピュータでは,安い費用(月額10万円～25ノ什J)で

手軽に使用でき(専門のシステムズ エンジニアなど不要),

3
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表4 H什AC8】50仕様 入･出力機器,端末機に関Lて(ま使用実績の多いものたけを表示Lてある

項 目 仕 様

処 理 装 置

主記憶容量 24【-64KB

サイクルタイム 0,9′(ノS′/B

主記憶素子 MOS-IC

ROM 2K語 W=24bit

ファイル

装 置

磁気ディスク
2.45MBX2′′台 最大4台接続

4.9MBX2/台

磁気テープ 1.600bpi 40KB/s, 他80KB√′′sなど

入･出力

樅 器

カ

】

ド

読取機
310枚/分

1.000枚ノ/分 (マークカード読取り 765枚′/分)

せん孔機 160欄/秒

轡
丁

l

プ

読取機 500//600字′′′秒

せん孔機 110字.′･ノ秒

ラインプリンタ
110行′/分1

220行′′分〉110文字種132けた/行
430行′′′分+
他430行ノ′分～1,250行/分

カード印刷
せん孔.機 印字速度 240行分,せん孔速度160欄･秒

マークシート
読 取 機 100枚′/分(A4判)

端末機

専用端末機 メモリ4K臥 70リンク20亨ノ/秒,キーボード48キー

ビデオ データ ビテオデータターミナル 64文字×柑行(1,024文字)ブラウン管12形

ターミナル ビデオモニタプリンタ 33文字/秒

＼′

や三選毒

顎i
サヤ

且つ小務の原点である]見場事務(個別の取引ごとに発生し,

即時処手堅を必要とする)の処理が可能であることが必要不可

欠である｡HITAC 85は,二の機能を十分に満足し,次のよ

うな特長を備えている(図2)｡

4.2.1 フォーム ハンドリング機能に関する特長

Jl)2相頬の目的別連続帳票の発行ができる｡

(2)4朽頬の帳票が同時記帳でき､単票の発行も容易である｡

(3)1行に 225字(10字/in)又は 255字(12字/in)印乍二する

ことが可能であー),セットできる用紙の幅が最大22.5inであ

る｡

4.2.2 イージー オペレーション機能に関する特長

(1)簡単で汎用性のある言語(RPGII)を採用した｡

(2)オペレータ[トL､のきめ細かなコントロ､一ルをファームウ

ェアの採用により可能とした｡すなわち,ファームウェアの

採用によi),ハードウェア コントロ椚ルで不可能であったプ

ログラムの起動,停止,及び再起動をワンタッチで行なえる,

キMボード入力に対する標準エラ”回傾が可能など,オペレ

4

や

▲
も軍鸞

8150PS

三≡一 意五
n⊆】

COBO+

FORTRAN

HELP Tl/HELPIト0

ユーティりテイ

ソート マージ

リンケージエディタ

ライブラリ保守

ボリューム保守

ファイル保守

デバッグ支援

マークデータ変換プログラム

アプリケーション

BMプロセッサ

PERT/TIME

匡】l HITAC 8150システム マーーク

シート読取機を接未完Lた中規模構成を示す｡

ー一夕を環視したコントロ”ルを可能にした｡

4.2.3 処理能力の向上に関する特長

(1)大きな記憶答宗をもっている｡

ユーーザー¶エリアとして12KB,20KB,28KB及び44KB

と非ノ試■に大きな記l意容量が便用できる｡

(2)バッチ能力を向上させた｡

プリンタ速度が大幅に向上し(150字/秒)ファイルのデ∬タ

転送速度も向上した｡ミニカセット テープ装置の転送速度は

2KB/秒(高速サ"子機能あり)であり,フロ､ソピM ディス

ク装置のそれは31.4KB/秒である｡

(3)各柿の入･山力装置をサポートしている｡

フ7イルとしては,ミニカセット テープ装置,フロッピー

ディ スク装置,ディスク装置(計画中)があり,ビイジブル

ファイルとして磁気元帳も他用可能である｡また,他のED

P Sとシステム形成が容易にできるように公衆通信回線/特

定通信回線の接続を可能とした｡



区12 HtTAC 85システム 磁気元帳を装填し,ファイルとしてはミニ

カセットとフロッピー ディスク装置を実装したシステムを示す｡

4.2.4 その他のモ特長

(1)近代化されたオフィスにもマッチするよう,従来にない

ざん新なデザインを採用した｡

(2)プ】jンタはドット マトリックス式のため,比較的静かで

ある｡

(3)空調設備の必要はない｡

田 小形事務用システムの将来方向

′ト形機,超小形機共に使用某紙が豊吉に積み禿ねられてい

る｡これらの実績のl‾‡コには将来方向を目指したものもあり,

次に二,二例示してみたい｡

5.1 小形 機

オンラインでの使用ユーザ州が年々多くなってきている｡

特にホスト コンビューータとして使用する場fナ,接続ターーミナ

ルの仕様によって業務機1城化の成否が決まる｡現行システム

で各椎のビデオ系のターミナルが接続されているが,今後と

も低価格ターミナルとして普及するものと考えられるしつ また,

構内回線でのサボーートはもとより,公衆同線を通じての接続

要求が多くなってきている｡

他方バッチ処理システムでは,コスト パフォーマンスの向

上はもとより,大谷呆ディスク ファイル佗何によるデータ

表5 業種別で見た導入上のネック要素 多項目選択なので合計は

川0%にならない｡製品にフィードバックする項目は(3い5),(6)項などである｡

No.

導入に当たりネック

となった要素

業 種 別

製 造･葛卸 売l運輸倉庫

l

Z.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

例外処王里が多い 39.3 4了.l1 62.5

基礎データの未整備

コードイヒ作業

新システムヘの抵抗

5l.了 巳
26.5l43,8

21.4 23,5l 25.0.

25_4 18.4 I2.5

-8.8

12.5

12.5

12.5

EDP要員への教育 t4.4･.什6ll

とEDP要員の確保
【

毒帳票の不統‾
†‾‾‾‾‾‾
lその他

16.4 12.5

l

12･4llZ･5

!,･5;3･7

注:単位(%),巨DP=Electro=LC
Data P｢OCeSS=1g

小形事務用システムの現状と将来 991

表6 アメリカにおけるインテリジェント ターミナル市場

調査対象製品はアメリカ主力メーカーI2社の製品を対象に調査Lたものである√･

発送ピークは1976年までであり,,97丁年以降はこれらの市場は･ターンキーシス

テムとオートトランザクション機器にとって代わると言われている7〉

年 度 設置台数 発送台数 伸幸(台数)

!9了Z 16′550 ,l′550

___
L

__

■9了3

___し
33′900_____卜

■7′350

柑74
1 55′500 2t′600

1975 80′500

-976___+
■08′700

19了7 132′600

+

†+

Z6′000 ;

30,ZOO l

1

28･2クワ__+
19丁8 l 150′000 1 25ノ400

%
川
%
一
%

%
Ⅳ
%
一
%

ベース指向も試みられているが,まだ試行f那餌である｡また､

これらの小形慌を主として他用する中堅介業のコンビュ‾タ

導入に当たってのネックとなっている要素(3)を取り除く附こ･

の提供も将来の一つのノブ】こTjと考･えられる(表5参照)｡そのた

めにほ,安長‾ほり純が谷兢で剖｢EDP安土iを姑少限とするシ

ステムが要求されようrっ 具体的には簡易言.i汗の】耶邑,業務処

理パッケージの開発が車賓となる｡また,今後掛二要員の確

保が困難になるので,データ作戌両では終椎のダイレクト イ

ンプット マシンの普及も増加するものとノ牡われる｡､

5.2 超小形模

本来の†上三悪発行と簡単な会計処雌機能をもった単慌能シス

テムと,二れらのシステムにファイルを接続しバ､ソナ処刑が

行なえる陀で†瀬覧能をもったシステムに発朕Lてきている(〕

前瀦のシステムは,特にタイプライタの本質的な機能の組

合せによって‾製品の特徴をもたせることができる｡具体的に

は_単票/連続仏票の操作性,元帳/磁～(元帳の拭作性,プラテ

ン帖,印字怖柵,及びキーポー,ドの組子ナせである｡ノト筏は,

これらのそれぞれの機能強化によって目的に介ったシステム

が開発されていくものと考えてよい(4)(表6)｡

他‾方ファイルをもった柚合性能システムでは,ロー｢カル
バ

ッチ処件の機能強化はもとよr),問†ナせ用のビデオ装i;!【亡の接

続,キ【マットを用いたコー¶ドレス ステーションの接続,粍

数千丁のワ【ク ステーションの接続などの要望が人きいロまた,

いずれの場でトもオンライン接続のサポートが必要である｡〉

【司 結 言

以_L,小形事務畑システムとして小形憐と超小形機を収り

あげて論じたが,小形機は特にユーザーー斥うが中堅企業に一射い

しているため運用環堵巾iからの制約があり,これらの問題∴ナニく

を解f火することが市要である(〕

超小形機は､単一一機能の製品とディスク ファイル付きの綾

榊美的巨の法払昆とに分化され,今後,前希は専用端末機の機能

と,また後部ま小形機の底辺システム叫幾肯旨として,圭すま

す接近していく ものとみなされる｡
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